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宮古島市全体における平成29年度宮古島市一般会計予算は、0.4％増の382億7200万円となりました。 

そのうち、教育費は全体の７．２％を占める27億6,355万円となっており7，400万円の増となっています。 

増額の主な要因は、子育て支援対策として今年度から実施される全児童生徒に対する学校給食費の扶助事

業や未来創造センターに併設予定の新しい図書館に向けた書籍や資料の購入等によるものです。 

平成29年度予算は、平良学校給食共同調理場調理業務等民間委託費、次世代教育ICT整備事業や魅力あ

る学校づくり推進事業補助金などの教育関連予算、また、市史編さん事業、文化ホールの長寿命化のための

外壁防水塗装工事や市総合博物館建設事業にかかる基本構想及び基本設計業務委託費などの生涯学習関

連予算が計上されています。 



 

 

 

▼ 子育て支援対策学校給食費扶助費 １億193万円 

子育て支援および子供の貧困対策として、すべての小・中学
校の児童生徒を対象に給食費の半額助成を実施します。 

▼ 学力向上対策事業  １，２９８万円  
確かな学力の定着、豊かな人生の育成、健康・体力の育成に係る
事項について充実を図っていきます。 

▼ 板倉区児童交流事業 106万円 
○白川町海山交流事業（96万円）

○台湾国際交流事業（96万円） 

○教育研究所運営事業（673万円） ○問題を抱える児童生徒の支援事業（1，506万円） ○魅力ある学校づくり推進事業（800万円）
○次世代教育ICT整備事業（385万円） ○海外ホームステイ補助金（300万円） ○学校規模適正化の推進（520万円） ○学校給食
補助扶助費（3,542万円） ○平良学校給食共同調理場調理業務委託（9，124万円）  

▼学校支援地域本部事業  384万円                     ▼放課後子ども教室事業  279万円                     
放課後や夏季休暇等に子ども達が安全・安心に活動できる居場所
を提供し、保護者や地域の方々の参画を得て勉強やスポーツ、文
化活動などの様々な体験学習ができる環境をつくることで、地域
住民と子ども達の積極的な交流活動を推進します。 

学校職員や地域の大人が子どもたちと向き合う時間を確保
し、地域の教育力の向上を図るため、地域住民がボランティア
として学校支援活動ができる体制づくりを推し進め、学校を
含めた地域コミュニティの活性化を目指します。また、地域住
民によるICT機器を活用した学習支援（地域未来塾）を実施し
ていきます。 ○みやこ少年少女合唱団補助事業(50万円) 

▼生涯学習フェスティバル事業  52万円                     ▼体育振興事業 126万円                      

全ての市民が個人の体力や年齢に応じて気軽に実践できる生涯
（軽）スポーツの普及発展を図るため、各種スポーツ教室・講習会を
開催するとともに、スポーツ推進委員を研修会等へ派遣して指導
者の育成を図っていきます。また、市民の健康増進・体力向上を図
ることを目的として、「体力テスト」と「ウォーキング教室」を体育の
日に実施します。 

広く市民に対し学習活動の成果発表の場や学習情報を提供
することにより、市民一人ひとりの学習意欲を高めるととも
に、学習活動への参加を促進し、生涯学習の一層の振興を図っ
ていきます。 

○図書館管理費（1億2.020万円） ○新図書館開館に向けての
郷土資料購入費（395万円） ○公民館管理運営費（387万円） 

▼ 学生による現代的なリズムダンス公演（マティダストリートダンス
パフォーマンス）事業  214万円 

学校教育にも取り入れられ、競技人口が増加しているストリートダンス

に注目し、学生による新たな地域文化の創造、交流・仲間との共感・一

体感を育むこと、個々の表現力の向上等を主な目的として、学生によ

る現代的なリズムダンス公演（マティダストリートダンスパフォーマン

ス）事業を行います。 

宮古島市総合博物館建設に向け、基本構想・基本計

画を策定します。 

▼博物館基本計画策定事業  1,460万円                     

○県公共工事に係る発掘調査事業（1，509万円） ○博物館収蔵品目録等作成事業（397万円） ○宮古島市neo歴史・文化ロード整備事業

（3,469万円） ○劇団かなやらび補助金交付事業（137万円） ○マティダライブ事業（45万円） ○マティダお笑い劇場事業（106万円） 

○文化振興費（396万円） ○宮古島市民総合文化祭事業（115万円） ○市内遺跡発掘調査（1，588万円） ○市埋蔵文化財公開活用事業

（983万円） ○市史編さん事業（1，429万円）  

国指定遺跡「大和井」の適切な保存管理のため、指定範囲に

係る土地を購入し、史跡の公有化を進めます。 

▼大和井土地買上事業  460万円                     

城辺地区の児童と歴史的に深いつながりを持つ新潟県上越市板倉区

の児童がホームステイ交流し、お互いの地域文化に触れ合います。 



 

 

平成２９年度 宮古島市奨学生募集について 

  （１）採用予定数：若干名 

   （２）貸与額：ア 県内学生 ２０，０００円（月額） イ 県外学生 ３０，０００円（月額） 

 

  （１）市内に居住する者の子。ただし、父または母がともにいない場合、その者が市内に住所を有していること。 

  （２）大学、短期大学、高等専門学校(4・5年課程)及び専修学校の専門課程(修学年限２年以上)に在学する者。 

    ただし、大学院・放送大学・通信教育等の者は除く。 

  （３）経済的理由により就学が困難と認められる者。 ※所得制限あり 

  （４）独立行政法人日本学生支援機構、民間育英団体等の他団体から奨学金貸与を受けていない者。 

     ※併願することはできますが、奨学金貸与の併用はできません。 

 

  【申込期間】   平成29年5月8日（月）～平成29年5月19日（金） 

  【申し込み方法】 各庁舎備え付けの募集要項に願書等の様式が添付されています。 

           必要書類をすべて揃え、郵送または直接担当課へ提出してください。 

           〒906‐0103  沖縄県宮古島市城辺字福里600‐1 

             宮古島市教育委員会 教育総務課 総務係（城辺庁舎１Ｆ） 

             電話 ０９８０－７７－４９４２ 

 

  （１）奨学生願書。（1号様式） 

  （２）奨学生推薦調書。（2号様式）※学校長が記入。今年度入学生については、出身高等学校等のもの。 

  （３）在学証明書。 ※平成29年4月1日以降に発行されたもの。 

  （４）平成28年度における成績証明書。 

    ア 入学生の場合は、出身校の成績証明書。 

    イ 在学生の場合は、在学校の成績証明書。 

  （５）本人の健康診断書。 

  （６）住民票謄本。 ※家族及び本人のもの 

  （７）保護者の印鑑登録証明書。 

  （８）世帯における全員の所得証明書、納税証明書。 

  （９）連帯保証人（2名）の住民票及び印鑑登録証明書。 

    ※連帯保証人については、成年者で、保護者と別生計を立てている方を選択してください。 

 宮古島市では、地域社会に貢献できる有為な人材を育成することを目的として、 

経済的な理由により就学困難と認められる県内・県外の大学や短期大学等の学生を対象 

に無利息で奨学資金を貸与しています。今年度の奨学生の募集についてお知らせします。 

子育て支援対策 学校給食扶助費について 
 宮古島市では今年度より、子育て世代の経済的負担を軽減することを目的

として、宮古島市立小・中学校に在籍する全ての児童生徒の給食費を半額助成

することになりました。 

 これまでは、学校給食に対し1食あたり35円を食材料費への補助として支出し

ておりましたが、子育て支援および子どもの貧困対策として新年度より新たに

予算化され、平成29年3月定例議会において決定されました。その総額は、1億

193万円となります。 

 それによって保護者の皆様に納付していただいている学校給食費が右表の

とおり変更されました。 

小学校 中学校 

月額 ３，５００円 

(日額 １９２．５円） 

月額 ４，０００円 

(日額 ２２０円) 

小学校 中学校 

月額 １，７５０円 

(日額 ９７円） 

月額 ２，０００円 

(日額 １１０円) 

H28年度まで 

H29年度から 



 

 

 

ニパニ☆スクール パ 

 出演者約60人、ボランティア約20人の総勢約80人の高校生による「マティダライブ９」が3月12日

にマティダ市民劇場で開催されました。今年で9回目を迎えるこのイベントは年々認知度が高まり、

今年もほぼ満席の盛況ライブとなりました。 

 高校生が自主的に運営するこの事業は、今回「奏(かなでる)」をテーマに行われ、今年も若いパ

ワーが炸裂しました。 

 「共に創造する喜び・共に感じる連帯感と達成感」をキーワードに、実行委員会は昨年5月から活動

を開始。10回以上にわたる運営会議、ポスターや手書きの横断幕の制作、選考オーディション、当日

の裏方などをこなしました。 

 バンド演奏やダンス、今回初めて参加するエイサー演舞などでエネルギッシュに自己を表現し、最

後は、メンバーお互いに喜び合い、涙のフィナーレとなりました。 

 舞台を終えた後のメンバーたちの表情は「連帯感と達成感」に満ちあふれ、キラキラと輝いてみ

えました。 

 卒業するメンバーは「全力で挑戦できて最高の気分。今後の後輩の活躍に期待します。」と高揚し

た表情でコメントし、１・２年生は、「次回は記念すべき10回目の開催。先輩達に続き、来年の『マティダ

ライブ１０』を盛り上げるため頑張ろう。」と互いに声を掛け合い決意を新たにしていました。 

今回は、パニパニ番外編！3月に行われた宮古島の学生が主役の２つ

のイベントの様子を紹介します 

 3月19日(日)にマティダ市民劇場で、「マティダストリートダンスパフォーマンス2017」が開催されま

した。 

 会場には大勢の市民や関係者が詰めかけ、歓声や手拍子、指笛などが響き渡り、大盛り上がりのイ

ベントとなりました。 

 このイベントは、学習指導要領に取り入れられている現代的なリズムダンス(ロック･ヒップホップ系

ダンス）をとおして「生きる力」を育むことを目的に開催されました。また、他地域学生との芸術活動交

流のほか、連帯感や創造性を育むこともねらいとしています。 

 当日は、地元宮古高校・平良中学校の地元勢に加え、首里高校(2016

第1回沖縄県高校ストリートダンスコンテスト第1位)、普天間高校(同第2

位）、八重山高校のダンスチームが一堂に会し、ショーケースやダンス

バトルなど、県内トップレベルのパフォーマンスが繰り広げられました。 

 また、エキシビジョンでは、GBダンススタジオの子どもたちが、かわ

いらしくもパワフルなダンスで彩りを添えました。参加者からは、「素

晴らしい演出の元で踊れて最高だった。」「他地域の学生と交流がで

きて、これからの励みになった。」などの感想が聞かれました。 
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 沖縄振興特別推進市町村交付金を活用して行っ

ている宮古島市neo歴史文化ロード整備事業のパン

フレット「綾道」シリーズの第六弾になります伊良部

島コースが、平成29年の3月に発刊されました。伊良

部島の調査、編集、印刷まで丸1年をかけて行い、各

庁舎にて配布を行っているところです。 

 「綾道 伊良部島コース」では、伊良部島を北区の

池間添・前里添、南区の佐和田・長浜、国仲、伊良部・

仲地の4コースに分け、指定文化財を中心にしなが

ら、それ以外の各集落で残されてきた祭祀等の無形

文化財や井戸等の有形文化財、自然等の記念物、伝

承を取り上げています。 地域住民の間ですら長い

年月の中で忘れ去られていくものを、古老達への聞

き取り調査を行いながら話を掘り起こし、島民への

文化財保護への啓蒙や、観光資源として活用してい

けるような一冊になっているものと思います。コー

スは集落内を通るように設定してあり、コースを巡る

ことで、現在の集落と先人達の残してきた足跡をた

どりながら伊良部島特有の趣を感じてほしいと思い

ます。 

 また、同事業内で、宮古島市文化財WEB公開システ

ムも行っており、綾道アプリも配信しております。平

成28年度には、新規指定文化財の更新はもちろん、

新コンテンツとして、平良地区の「八重干瀬」、伊良

部地区の「下地島の通り池」と城辺地区の「宮古島

保良の石灰華段丘」、「城辺町の友利のあま井」、「金

志川泉」と「ウイピャームトゥの祭場」のストリート

ビューを作成致しました。簡単には入れない場所に

擬似的にいくことができる機能となっています。宮

古島市ホームページよりリンク付けされていますの

で気軽にアクセスしてみてください。 

 

「綾道」ポータルサイトＱＲコード→ 
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 平成２9年2月19日(日)の教育の日、マティダ市民劇場において「宮古島市の教育を語る市民大会」が

開催されました。教育功労者、模範児童生徒の表彰と、平成28年度学力向上についての成果と課題が報

告されました。そのあと、プロバレーボール指導者であり、リオ五輪でバレーボール全日本女子監督を務

めた眞鍋政義氏を講師に迎え、「逆転発想の勝利学」と題した基調講演が行われました。講演の最後に

は、バレーボール部に所属している児童生徒やその指導にあたっている監督のみなさんからの質問に

も、ていねいにアドバイスをしていただきました。また前日には、同じく元全日本男子監督である南部正

司氏とともにバレーボールクリニックを開催し、宮古島の子ども達に技術指導を行ってくださいました。 

 

 宮古島市総合博物館より重大報告です。当博物館オープン時より

中央ロビーに展示され、博物館を見守ってきてくれたシマジリクジラ

（通称）が新種の可能性があると脚光を浴びております。このシマジ

リクジラは1973年に沖縄第四期地質調査団による宮古島調査の際に

安谷屋昭氏らによって発見されたもので、その後77年に旧平良市の

天然記念物に指定されました。ただいまシマジリクジラは本格的な

調査を行うため国立科学博物館へ出張中です。小さな宮古島が世界

から注目される日もそう遠くないかもしれません。 

 平成29年2月28日(火)、宮古島市中央公民館視聴覚室にて、平成28年度後期(第16期)研究教員と適応

指導教室(まてぃだ教室)指導教諭による研究成果報告会が開催され、多くの教育関係者が参加しました。 

 はじめに、砂川智美教諭（久松小）が「楽しく『わかる・できる』を目指した国語の授業づくり」の研究テー

マで国語科における授業のUDに関する研究の成果を発表しました。次に、金城さやか教諭（鏡原中）が「確

かな学力の育成を目指した社会科学習における授業改善」の研究テーマで、小中連携の視点を生かした

社会科の授業づくりの研究成果を報告しました。最後にまてぃだ教室の平良多代子教諭（平良中）の実践

報告では、不登校児童生徒が自己肯定感を高められるよう様々な体験的学習やICTを活用した取り組みを

各関係機関や児童生徒の原籍校と連携して行った事例報告がなされました。 

 今年度研究教員の指導支援をしていただいた琉球大学教職大学院の藏滿
くらみつ

逸司准教授からは、「教室経

営の合理的配慮や授業におけるUD、小中の学びの連携を活かした学習指導など、研究の成果をそれぞれ

の学校現場に戻って継続して取り組むことが本当の意味での実践成果になる。そしてさらに各学校で共有

され、宮古島市全体の成果となるよう今後の更なる努力を期待します。」との指導助言をいただきました。     

 幼小中で頑張っている教諭の皆さん、次はあなたの番です。教育研究所で半年間研究実践を行い、教師

としての資質向上を図りませんか。ご応募お待ちしてます。 

↑シマジリクジラの化石 

←寄贈式で宮国博教育長（左）に目録を手渡す安谷屋昭氏（中央）と

調査にあたる甲能直樹氏（右）

砂川智美教諭 金城さやか教諭 平良多代子教諭 

※U D ＝ユニバーサルデザインの略 



 

 

 

行事予定 

 

子育てや学校生活で悩んでいませんか？ 

教育相談室では、学校や家庭で悩みがある児童・生

徒、その保護者、または学校職員や教育関係者の相談・

支援をいたします。 

※相談等で話したことが、外部にもれることはありません。 

【受 付】 月～金曜日(祝祭日除く)午前８時30分～午後4時30分 

【所在地】 城辺字福里600-1  城辺庁舎内 

    ※来所相談・訪問相談も可能です。（要連絡） 

      教 育 相 談 室           ７７ー２７２７    

5/7(日) 第19回宮古毎日新聞杯卓球大会 

5/14(日) ファミリーマートカップ全日本小学生バレー

ボール大会宮古地区大会 

5/20(土) 教職員バレーボール大会 

5/21(日) 第40回総合ダブルスバドミントン大会 

6/1(木)ｰ3(土) 第37回全宮古中学校夏季総合体育大会バス

ケットボール 

6/4(日) 第104回総合卓球大会 

6/10(土)･11(日) 沖縄県マスターズバレーボール宮古島大会 

6/18(日) 第31回学生シングルスバドミントン大会 

H29.4.17現在 

市民スポーツ課 ☎７３－４４６９ （月曜休み） 

※施設使用の詳細は、市民スポーツ課までお問い合わせ下さい。 

漢字であらわされた次の生き物の名前
を読んでください。 

① 水母  ② 烏賊 

③ 海胆  ④ 河豚 

○総合博物館/平和展「沖縄返還から45年 復帰への歩み」 
 5月19日(金)～6月25日（日） 
 「戦争」と「復帰」をテーマに、戦争から復帰までの歩みを紹介 
 ※6月23日(金)慰霊の日は入館料無料 
 

○平良図書館北分館/ビブリオサロン  
 5月20日(土) 午前10:00～正午 
  「世(ゆ～)がわり」。本土復帰記念日にちなみ、当時から今日 
  までの変遷をたどる 
 6月17日(土) 午前10:00～正午 
  慰霊の日にちなみ児童向けの沖縄戦関連の資料を紹介 
 

 ※上記日程では、フタ付きのドリンクが持ち込み可能 
  

〇おはなしたまてばこ・おはなし会 
 平良図書館/毎週土曜日 
 城辺図書館/5月7日（日）・20日（土） 6月4日（日）・17日（土) 
 

〇平和資料展 DVD上映 
 6月17日(土)・18日(日)/城辺図書館 
 

5/14(日) 第33回全国小学生陸上競技大会 宮古予選 

6/2(金)･3(土) 第37回全宮古中学校夏季総合体育大会サッカー 

6/11(日) 第11回宮古地区障がい者スポーツ大会 

6/17(土) 第49回全宮古中学校夏季陸上競技大会 

6/18(日) 第11回宮古地区障がい者スポーツ大会(予備日) 

6/24(土)･25(日) 第11回宮古地区障がい者スポーツ大会(予備日) 

 平成２９年１月２６日(木)に第１０回、２月２３日(木)に第１１回、３月３０日(木)に第１２回の定例会が開催されました。 
 第１０回定例会では、総合博物館建設委員会条例を議会に提案する議案、幼稚園業務を児童家庭課へ移管するた
め、宮古島市教育委員会の権限に属する事務補助執行に関する規則の全部改正について審議・可決されました。 

 第１１回定例会では、宮古島市城辺、上野、下地及び伊良部公民館嘱託館長設置要綱の制定、宮古島市立学校給食
共同調理場会計規程の一部を改正する訓令について審議し、可決されました。 

 第１２回定例会では、宮古島市公民館嘱託館長の委嘱について、４人の館長の嘱託を承認し、結いの橋学園スクー
ルバス導入計画策定委員会設置要綱、宮古島市就学援助事務取扱要綱の一部を改正する訓令、宮古島市特別支援

教育支援員設置要綱の一部を改正する訓令、宮古島市立幼稚園預かり保育実施要綱の一部を改正する告示等に
ついて事務局から提案され、審議のうえ可決しました。また、３月定例議会で可決された一般会計補正予算(第６

号)、一般質問答弁要旨について報告されました。  

 ～開催決定＆吉本新喜劇出演者大募集!！～ 

【日 時】 ７月１６日（日) １７：００開場 １７：３０開演  

【場 所】 マティダ市民劇場 

【入場料】 ２，０００円 (当日２，５００円) 宝くじの助成による特別料金 

    ※全席自由 ※未就学児 保護者膝上無料 
【チケット販売】 TSUTAYA宮古島店 ６月１日より販売開始 

 

吉本新喜劇出演者 公開オーディション開催のお知らせ 

【日 時】 ６月２４日(土) １４：００～ 【会 場】 中央公民館大ホール  

【応募方法】 ハガキ、FAXに 住所、氏名（フリガナ）、性別、電話番号を 

  明記のうえ、生涯学習振興課「宝くじオーディション」係まで応募 

  してください。 ※６月１６日（金）〆切 （当日消印有効） 

【問い合わせ】 〒906ｰ0013 宮古島市城辺字福里600ｰ１ 

生涯学習振興課 ☎ 77-4946/ 77-4947 FAX 77-4957  


